
庵治石彫工房新聞

2011年新春号

なんしょん

《中国取引先の工場見学》 職人さんから説明を受けています。

規模が非常に大きい工場です。

《昼休みの工場》 この工場ではちょうど昼休み

だった為作業の様子が見られず残念でした。

《G614 丁場見学》 上記工場近くの

平坦な場所に丁場があったので

少し驚きました。

《彫刻作品展示場見学》 大小様々な

彫刻作品があり　その技術は大変す

ばらしいものでした。

《崇武の港》 お昼に食事をした店の前

からの風景です。 崇武は海に面した

所なので海鮮料理がとてもおいしい。

《福建省　厦門 ・ 崇武》

《彫刻工場見学》

大胆かつ繊細な作業です。

《影彫り彫刻見学》 一つ一つ手作業

で点を打ちます。 大まかな下書きだ

けで後は絵や写真を見ながら描いて

いきます。

中国研修旅行　　2010 年 12 月 2 日 （木） ～ 4 日 （土）

　　全社員で中国 ・ 厦門への研修旅行を実施しました。 広島空港から上海経由で厦門空港へ。

移動時間が長く大変でしたが、 上海の街並みをバスの中から見学することが出来ました。

中国のスケールの大きさを実感した 3 日間でした。
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初詣と昼食会　　2011 年 1 月 5 日 （水）

　　仕事始めのこの日、 全社員で八栗寺へ初詣に行ってきました。

四国霊場第 85 番札所のこの寺は商売繁盛の守り本尊とされています。

麓から寺のある山の中腹までレトロなケーブルカーに乗って行きます。

　 お昼は会社近くの 『貞吉』 で昼食会です。 食事をしながら 「新年の抱負」

を発表するのが慣わしとなっています。 皆それぞれの抱負を語った後、 今回

初めての企画として 「先日行なった中国研修旅行のレポートを社内投票して

3 位まで決定し、 この “庵治石彫工房新聞” に載せる」 という事務部門の

提案で、 発表会＆表彰式をしました。

　　結果は次ページに掲載しましたので、 ぜひご覧ください。

新年のご挨拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あけましておめでとうございます。 本年もよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここ数年業界を取り巻く環境は大変厳しいものがあります。 そのような環境下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でこうして新年を迎えることが出来るのも、 お取引先の皆様方を始め関係各位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の皆様方のお陰と深く感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  新年に入り世相を反映してか、 例年以上にＤＭ・ メール配信などで経済懇談

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会 ・ 講演会などの案内書が送られてきます。 そのような案内書の中に二宮尊徳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の言葉を引用した心打つ文章がありましたので、 ここにご紹介させて頂きます。

　遠きをはかる者は富み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目先のことにとらわれやすいのが世の常ですが

　近くをはかる者は貧す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それでは永続的に繁栄することはないということを

　それ遠きをはかる者は　　　　　　　　　　　　説いています。 まさに事をなす前の心構えであり

　百年のために杉苗を植う　　　　　　　　　　　　　　　真の経営の道につながる言葉だと思います。

　まして春まきて秋実る物においてをや　　　　　　　　　　　本年も弊社は、 お取引先の皆様方のご要望に

　故に富有り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　即座に対応でき、 ご満足頂けますよう全社員一丸

　近くをはかる者は　　　　　　　　　　　　　　　　となって業務に取り組んでゆく所存でございます。

　春植えて秋実る物をも尚遠しとして植えず　　　　　昨年同様ご愛顧のほど宜しくお願い申し上げます。

　唯眼前の利に迷うてまかずして取り　　　　　　　　　　　　　最後になりましたが、 皆様方のさらなるご繁栄を

　植えずして刈り取る事のみ眼につく　　　　　　　　　　　心よりお祈り申し上げます。

　故に貧窮す　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　平成 23 年　元旦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二宮尊徳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　     　　　　代表取締役　太田明彦

　　　　　　　編集後記 

　　　 新春号は記事ネタが
　　多すぎて選ぶのが大変という贅沢

　を味わいました。“Illustrator”を

操作するのが初めてで苦労しました。

次はもっと見映えする紙面になるよう

　頑張ります。　　担当：事務部門

　　　　　田中・野崎・和田



社内投票をして３位まで決定しました。

最優秀賞に輝いたのは事務部門：野崎。
２位は同点で　製造部門：木村工場長
　　　　　　　営業卸部門：松嶋　の2名。
３位はCAD部門：渡内です。

それぞれのレポートを掲載します。
よろしければご感想等お寄せください。

中国取引先工場の前にて
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